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1．はじめに

子どもの保育や養護に関わる職場では、卒業
して 3 年以内で退職する早期離職者が後を絶た
ない。厚生労働省（2013）「保育を支える保育
士の確保に向けた総合的取組」において、人材
確保に関する総合的な取り組みが示され、保育
士不足により、保育の質を確保しづらい状況と
なっている。また、2015（平成 27）年４月に
は「子ども・子育て支援 3 法」が施行予定で
あり、保育の質を上げるための対策のひとつ
として、保育者の給与の改善が示されている。

本学部こども教育福祉学科（以下、本学科と
称する）では、3 期生までが卒業し、資格を有
した職員として働いている。筆者が来学した卒
業生との会話から整理した内容（2013）では、

「保育者としての知識や技術不足」、「自分自身
の気持ちに余裕を持てない」、「勤務時間外での
仕事の多さ」、「職場での人間関係」が挙げられ、
離職の要因の上位となっている項目と一致して
おり、現状把握に努めることを課題としてい
た。

2．研究目的

本研究では、卒業生を対象として、現在の職
業に関する意識調査をし、離職へとつながる要
因を明らかにすることを目的とする。

3．先行文献の検討

1）保育者の早期離職
保育者の早期離職時期について、加藤ら

（2011）が、幼稚園、保育所ならびに児童福祉
施設を対象とした調査において、「在職期間３
年未満の退職者」が、「幼稚園では 63％に、保

育所では実に 81％存在していた」と示してい
る。加えて、森本ら（2013）が幼稚園、保育所
を対象とした調査においては、「在職期間 3 年
未満の退職者」が、回答のあった 14 施設のう
ち「63 施設と半数近くを占め、165 人にのぼっ
た」と報告している。

退職理由として、加藤ら（2011）の調査によ
ると、「『現場』の立場として、早期離職に至っ
たその理由の多くを『仕事への適性がない』『健
康上の理由』としてとらえていることが明らか
となった」としている。また、森本ら（2013）
が「『進路変更』や『身体的・精神的な体調不良』
に至った原因について質問」した調査結果によ
ると、「『責任の重さ』『知識能力不足』『職場の
人間関係』」が上位に挙げられていた。

2）保育者の人材確保への対策
厚生労働省（2013）では、「就業継続」への

取り組みとして、「就職前の期待と現実との
ギャップ（リアリティショック）への対応方法、
保護者対応等の業務についての研修を実施」す
ることを目的として、次の研修を行っている。

「①新人保育者を対象とした離職防止のための
研修」、「②保育士等を対象とした保育の質の向
上のための研修」。

また、「働く職場の環境改善」への取り組み
として、私立保育所の保育士を対象とした「①
保育士の処遇改善の実施」を挙げている。本学
科の卒業生（１、２期生 55 名対象）においては、
私立保育所に勤務する割合が、全体の 33％を
占めている。来学した卒業生から「少しだけで
はあるが、給料が上がった」との話しがあった
ため、処遇を改善することは、効果が期待でき
ると考えられる。

さらに、内閣府（2014）「子ども・子育て支
援新制度における『量的拡充』と『質の改善』 
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について」で示されている「２．質の改善（給
付等関係）」の「職員の定着・確保の仕組み（職
員給与の改善、キャリアアップの推進」にて、「私
立幼稚園・保育所等・認定こども園の職員給与
の改善」をするとしている。

４．研究方法

卒業生の意識調査を通して、早期離職の要因
を分析するための研究方法として、無記名によ
る質問紙調査を実施する。なお、質問項目につ
いては、社団法人全国保育士養成協議会（2010）

「『指定保育士養成施設卒業生の卒後の動向及び
業務の実態に関する調査』報告書Ⅱ」で報告さ
れた設問を参考に作成した（資料 1 参照）。

1）調査対象
本学科を 2013 年４月までに卒業した学生 58

名のうち、2014 年３月までに来学した卒業生
を対象とする。

2）選定方法
来学した卒業生に対し、研究目的、研究方法

及び内容、研究参加者の権利（参加の自由意思、
同意の撤回）、プライバシーの保護、研究参加
による利益と不利益、研究者の責任範囲、研究
の公表の説明を口頭ならびに書面で行い、研究
協力が得られるかを確認した。

3）データ収集方法
同意が得られた協力者には、質問用紙に回答

を記入していただき、研究者が回収をした。

4）調査内容
質問紙は、「回答者の属性」、「勤務形態につ

いて」、「職業に関する意識について」、の 3 つ

で構成し、5 段階の評定尺度、単数回答と複数
回答のある回答選択形式、自由記述とした。

5）データ分析方法
Excel による単純集計にて分析を行う。

6）倫理的配慮
質問紙調査は無記名で行われるため、個人は

特定されない。また、研究で収集したデータは、
鍵のかかる場所に保管され、分析後速やかに廃
棄した。なお、本学倫理委員会にて 2013 年 9
月に調査の承認（認証番号 13043）を得て実施
している。

5．結果

1）調査の概要
調査期間は 2013 年 11 月から 2014 年 3 月ま

でに来学した 6 名（男性 1 名、女性 5 名）の卒
業生とし、全員から回答を得ることができた。

2）調査の結果
（1）属性

勤務先の種別は、「保育所」が５名、「認定こ
ども園」が 1 名であり、雇用形態は、「正規職
員」が５名、「パートタイム」が１名であった。

現在の仕事の立場では、「クラス担任（主）
が２名、「クラス担任（副）」が２名、「クラス
担任（その他）」が 2 名であった。

（2）勤務形態について
勤務形態については、「常勤（８時間）勤務」

が３名、「早出・遅出のある勤務」が３名であっ
た。

回答日の１週間以内での１日の職場での労働
時間では、「８時間以上９時間未満」が２名、
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「９時間以上 10 時間未満」が２名、「10 時間以
上 11 時間未満」が１名、「７時間以上８時間未
満」が１名であった。

回答日の１週間以内での勤務時間以外での労
働時間について８つの項目のうち、「記録を作
成するためにかけた時間」が４名で平均３時間、

「指導計画の作成、教材研究のための時間」が
３名で平均 1.5 時間、「会議・打ち合わせ・報
告などにかけた時間」が３名で平均２時間で
あった。

休暇の形態について、「週休２日制（完全、
または月４回）が３名、「週休１日」が１名、「週
休２日制が月３回」が１名、「特定の休暇は定
められていない（不規則）」が１名であった。

　
（3）職業に関する意識について

職業として選んだ理由として、10 の質問項
目から複数回答の結果、「子どものときからの
夢であった」に全員が回答し、「やりがいのあ
る仕事だと思った」が５名、「資格を生かした
かった」が２名となった。

職場を選んだ時に重視したことについて、17
の質問項目から複数回答の結果、「給与」、「人
間関係」、「特になかった」が２名となり、回答
にはばらつきがみられた。

職場に対する満足度について、10 の質問項
目に対し、「満足」から「不満」までの 5 段階
の評定尺度を用いた結果、「満足」、「やや満足」
に回答が最も多かったのは「職場の人間関係」
の 5 名、その他として「人材育成の雰囲気」、「通
勤の便利さ」、「仕事の内容」、「福利厚生」を挙
げていた。一方で、「やや不満」、「不満」への
回答にはばらつきがあり、「労働時間」、「福利
厚生」、「職場の将来性」が挙げられていた。

仕事へのやりがいについて、「よく感じる」
から「まったく感じない」の 5 段階の評定尺度

を用いた結果、「よく感じる」が２名、「時々感
じる」が４名となった。

また、どのような時にやりがいを感じるのか、
16 の質問項目から複数回答の結果、「子ども（利
用者）との信頼関係が深まったとき」に６名全
員、「子ども（利用者）への理解が深まったとき」
が 5 名と回答が多かった。その他、「子ども（利
用者）に対する適切な援助や指導（保育）がで
きたとき」、「自分がやりたいと思う保育ができ
たとき」、「保護者（利用者の家族）から感謝さ
れたとき」を挙げていた。

仕事をやめたいと思ったことがあるかは、「あ
る」が２名、「ない」が４名であった。
「ある」の回答で、どのような時であったか、

18 の質問項目から複数回答の結果、「職場内の
人間関係がいやだと思ったとき」、「自分の思っ
たような保育（業務）ができなかったとき」、「仕
事に見合う報酬が保証されていないと思ったと
き」、「勤務時間が長く、休みが取りにくいとき」
を挙げていた。

職務上の難しさや大変さを感じることについ
ての自由記述では、「子どもの体調管理の把握
をすること」、「日々の保育を組み立て、保育を
進めるにあたり、他の職員に指示をすること」、

「保護者対応」、「子どもに注意をした際に、泣
いてしまったり、他の先生に助けを求めること」
といった回答であった。

６．考察

勤務形態に関して、勤務時間以外での仕事を
１週間の間で平均して２～３時間行っている。
これは、勤務内で保育の記録や教材研究といっ
た仕事を行うことが難しい状況であることが理
解できる。

職業に関する意識については、「子どものと
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きからの夢であった」、「やりがいのある仕事だ
と思った」という理由で就職先を選んでいる。
労働条件を中心とした項目において、回答にば
らつきが見られたことや、「特になかった」を
挙げていることから、職場の労働環境よりも、
自らの目標でもある保育者として働くことを重
視している。

職業に対する満足度については、「職場の人
間関係」には、ほぼ満足している。不満に感じ
ている項目には、1 ～ 2 名とばらつきがみられ
たことから、特に不満を感じていないことが伺
えた。

仕事へのやりがいについては、全員がやりが
いを感じており、特に「子ども（利用者）との
信頼関係が深まったとき」、「子ども（利用者）
への理解が深まったとき」といった子どもとの
関わりの中で、保育者としてのやりがいを見い
出していることが理解できる。

一方で、今の仕事をやめたいと思ったことが
あると２名が回答している。質問項目の回答は
複数選択されていたが、特に「職場内での人間
関係がいやだと思ったとき」、「自分の思ったよ
うな保育（業務）ができなかったとき」を挙げ
ていた。やりがいを感じながらも、勤務して１
～２年で辞めたいという思いで葛藤しながら働
いている回答者が存在する。これは、社団法人
全国保育士養成協議会専門委員（2010）による
卒後の動向調査においても回答が多かった項目
である。また、森本（2013）らが離職者を対象
としたインタビュー調査の結果においても、「職
場での人間関係」が退職理由として挙げられて
いる。保育所では、複数の保育士でクラスを運
営する場合がほとんどである。自由記述の中に
は、「中心となって保育を進める際に、先輩で
ある同僚の職員へ指示をすることに遠慮や難し
さを感じている」としていた。これも職場にお

ける人間関係に影響する要因であると考える。
職務上の難しさや大変さを感じることについ

ては、保育者や保護者との人間関係、子どもへ
の関わりの２点に整理される。経験が浅い分、
実践を重ねることで、解決することを望む。

本調査において、職場での人間関係が仕事に
対する意識に左右されていることが理解でき
た。

調査の時点では、満足と感じている回答者が
ほとんどであり、良好な人間関係が築かれてい
るようである。一方で、筆者が本学科１期生を
対象とした聴き取り（2013）では、「『自分の実
践していることについて、アドバイスをしても
らえず不安』、『保育を否定されてしまい、自信
をなくす』、『1 年目の職員は自分だけなので、
話しづらい雰囲気にある』」といった内容が話
されている。保育の経験年数が少ない卒業生に
とって、先輩保育者への遠慮があるのかもしれ
ない。しかし、自らの保育観や姿勢を話すこと
ができること、保育者として経験が浅い卒業生
を育てようという職場の姿勢も必要ではない
か、と考える。

７．おわりに

本調査は、離職へとつながる要因を明らかに
することを目的としていたが、来学した卒業生
を対象者としたため、母数が少ないことからも
明らかになったとは言えない。しかし、少ない
なかでも職場での人間関係において、仕事をや
めたいと思ったことがあると回答したことか
ら、要因を明確にする必要がある。調査方法を
郵送法にて卒業生全員を対象とすること、また
質問の項目についても、回答しづらい内容も
あったため検討を行い、実施していきたい。
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 それでは、次ページから始まる質問について、あてはまる番号に○、また必要な箇所に

はご記入をお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 

 
 

聖隷クリストファー大学 
社会福祉学部こども教育福祉学科 

小川 千晴 
 

 この調査は、保育所、幼稚園、福祉施設で働く卒業生の皆さんから、職場での現状

や専門性、職業に関する意識についての考え方をおききするために行うものです。 
お忙しい中を誠に申し訳ありませんが、アンケートにご協力くださいますようお願い

申し上げます。 
ご記入は全て無記名です。またご記入いただいた内容は、統計的に分析されます。

調査結果は、研究以外の目的には使用いたしませんので、みなさまにご迷惑をおかけ

することは決してございません。また、この調査用紙は、データを入力後、シュッレ

ッダーにて速やかに廃棄し、個人情報の保護に配慮いたします。 
 この調査は、3 つのパートで構成されています。あてはまる番号に○をつけるか、回

答欄に回答を記入してください。アンケートの項目には答えにくいものがあるかもし

れませんが、あまり深く考えずお答えいただける範囲で進んでください。 
アンケート用紙の記入所要時間は 10 分程度です。 
 どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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１．最初にあなた自身と勤務先についてお伺います。それぞれの項目についてあてはまる 

番号に○をつけてください。また必要なところは、記入をお願いします。 
 
（１）性別         

１．男性   ２．女性      
          
（２）勤務先の種別      

１．保育所   ２．幼稚園   ３．認定こども園  
４．児童福祉施設（保育所除く） ５．高齢者施設   ６．障がい者（児）施設  
７．一般企業  ８．その他（              ） 

          
（３）雇用形態         

１．正規職員  ２．非正規職員（フルタイム）  ３．パートタイム  
４．その他（                 ） 

          
（４）現在の職種の基礎資格になる資格      

１．保育士   ２．幼稚園教諭  ３．社会福祉士 ４．児童指導員  
５．なし     ６．その他（          ）    

  
（５）現在の仕事での立場        

１．クラス担任（主） ２．クラス担任（副） ３．クラス担任(その他）  
４．フリー(クラス担任ではない）         ５．担当制である  
６．担当制ではない ７．特に決まっていない 
８．その他（                  ） 

          
 
 
２．勤務形態についてお伺いします。それぞれの項目についてあてはまる番号に○をつけ 

てください。また必要なところは、記入をお願いします。 
 
（１） 勤務形態について 
  １．常勤（8 時間）勤務  ２．早出・遅出のある勤務  ３．夜勤のある勤務 
  ４．時間制（パートタイム） ５．その他（               ） 
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（２） 最近 1 週間のあなたの 1 日あたりの職場での労働時間（休憩時間を除く）は、 

およそ何時間ですか。 
  １．4 時間未満         ２．4 時間以上 5 時間未満 
  ３．5 時間以上 6 時間未満    ４．6 時間以上 7 時間未満 
  ５．7 時間以上 8 時間未満    ６．8 時間以上 9 時間未満 
  ７．9 時間以上 10 時間未満    ８．10 時間以上 11 時間未満 
  ９．11 時間以上 12 時間未満  １０．12 時間以上 13 時間未満 
 １１．13 時間以上        １２．その他（         ） 
 
（３） 最近 1 週間のあなたの勤務時間以外での労働時間（持ち帰り）は、ありましたか。 
   仕事をされた場合の内容と所要時間を記入してください。 
 

内   容 時 間 分 
① 保育の時間（子どもや保護者、利用者とかかわっていた時間）   
② 記録を作成するためにかけた時間   
③ 教材などを作成するためにかけた時間 

（指導計画の作成、教材研究、個別支援計画などを含む） 
  

④ 事務的な仕事にかけた時間   
⑤ 掃除や室内の整理などにかけた時間   
⑥ 会議・打ち合わせ・報告（引き継ぎ）などにかけた時間   
⑦ 休憩時間   
⑧ ①～⑦以外の内容にかけた時間   

 
（４）休暇の形態について 
  １．週休 1 日         ２．週休 2 日制（完全、または月 4 回） 
  ３．週休 2 日制が月 3 回    ４．週休 2 日制が月 2 回（または隔週） 
  ５．週休 2 日制が月 1 回    ６．特定の休暇は定められていない（不規則） 
  ７．その他（                             ） 
 
（５）休暇の曜日について 
  １．土曜、日曜、祝日が主である    ２．平日が主である 
  ３．希望で取得することが可能である  ４．職場で指定された日が設定されている 
  ５．特に決まっていない 
  ６．その他 （                              ）  
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３．職業に関する意識についてお伺いします。それぞれの項目についてあてはまる番号に 
○をつけてください。また必要なところは、記入をお願いします。 

 
（１） あなたが職業として選んだ理由は何ですか。次の選択肢から、あてはまるもの 

すべてに○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
（２） あなたが職場を選んだとき、何を重視しましたか。あてはまるものすべてに○を 

つけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３） 職場に対する満足度をお伺いします。次の項目について、満足の程度を 5 段階で 

お答えください。 
 

満足 やや満足 
どちらとも

いえない 
やや不満 不満 

１． 給与      
２． 休暇      
３． 労働時間      
４． 仕事の内容      
５． 職場の人間関係      
６． 福利厚生      
７． 職場の将来性      
８． 通勤の便利さ      
９． 研修の充実      
１０．人材育成の雰囲気       

１．人と関わることが好きだった     ６．子どものときからの夢であった 
２．資格を生かしたかった        ７．職業として社会的評価が高かった 
３．自分に向いている仕事だと思った   ８．人にすすめられた 
４．やりがいのある仕事だと思った    ９．職業としてなんとなくいいと思った 
５．給料が比較的よかった        １０．その他（             ）

１．給与          ７． 職場の人間関係    １３．職場の理念・方針 
２．休暇          ８． 福利厚生       １４．人材育成の雰囲気 
３．労働時間        ９． 職場の将来性     １５．この職場しかなかった 
４．仕事の内容       １０．職場の社会的評価   １６．その他 
５．雇用形態（正規雇用）  １１．通勤の便利さ      （            ）

６．雇用形態（非正規雇用） １２．研修の充実      １７．特になかった 
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（４） あなたは仕事をしているとき、やりがいを感じますか。あてはまるもの１つに○を 
つけてください。 

 
１．よく感じる     ２．時々感じる      ３．どちらともいえない 
４．あまり感じない   ５．まったく感じない 

 
※（４）で１または２に○のついた方 
（４）－１ それは、どのような時ですが。次の選択肢の中から、あてはまると思うもの  
      全てに○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５） あなたはこれまでに、今の仕事をやめたいと思ったことがありますか。 
 
 １．ある     ２．ない 
 
 
 
 
 
 
 

１．子どもの成長が感じられたとき       １０．職員（同僚）に対して効果的な指導や援助 
２．子ども（利用者）への理解が深まったとき     ができたとき 
３．子ども（利用者）に対する適切な援助や   １１．職場内で自分に対する期待が感じられる 

指導（保育）ができたとき            とき 
４．計画した保育（援助）を子ども（利用者）が １２．保護者（利用者の家族）から感謝された 

喜んだり満足を感じた様子を見せたとき      とき 
５．子ども（利用者）との信頼関係が      １３．保護者と一緒に子どもの成長を喜び合えた 

深まったとき                  とき 
６．職員（施設長などを含む）から自分の仕事が １４．職場でチームワークが発揮できたとき 

認められたとき              １５．研修や研究大会などで、発表が評価 
７．自分のやりたいと思う保育ができたとき      されたとき 
８．卒園（退所）後も子どもと交流があるとき  １６．その他 

（手紙をもらったり、会いに来るなど）    （                   ） 
９．外部の専門機関との連携を図り仕事を進めて 

いるとき 



―　114　―

聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要　No. 13 （2015）

―　115　―

 
 

※（５）で１に○のついた方 
（５）－１ それはどのような時ですが。次の選択肢の中から、当てはまると思うもの 

すべてに○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６） あなたが日常、仕事のなかで職務上の難しさや大変さを感じることについて 

何かあればお聞かせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

以上で質問は終わりです。ご協力いただきまして、ありがとうございました。 
 
 

１．仕事に対する充実感や喜びが感じられな    １０．専門性を高めるための研修などが不十分 
かったとき                    だと思ったとき 

２．保護者（利用者）との関係がうまく作れな   １１．職場に仕事上のことを相談できる人が 
かったとき                    いないとき 

３．園・施設の方針に疑問や問題を感じたとき   １２．日々の仕事に責任が重すぎると思うとき  
４．職場内の人間関係がいやだと思ったとき    １３．体力に自信がなくなったとき  
５．自分の思ったような保育（業務）ができな   １４．他の仕事に魅力を感じたとき  

かったとき                 １５．継続できないような職場の雰囲気を感じた 
６．仕事の量が多すぎて、疲れを感じたとき       とき 
７．仕事に見合う報酬が保証されていないと    １６．今の仕事が自分に合わないと感じたとき 

思ったとき                 １７．他に自分の可能性を試したいと思ったとき 
８．勤務時間が長く、休みが取りにくいとき    １８．その他 
９．家族の協力が得られないとき          （                    ）

 




